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Ⅳ．なが～い、なが～い「道産パン用小麦へのラヴコール」
新たな麦政策大綱には「需要と生産のミスマッチ解消」が記され、Ⅲ期プロジェクトのねらいは民間流通を前提とした高品質品種育成とその品質制御法開発である25)。一つは、パン用小麦入札倍率6.5のミスマッチの解消であり、もう一つは、麺用小麦入札倍率3.5～0.1の地域間差の解消が最低限の成果として求められた。以後、課題を組み替えながら数期に亘って進められ、今日の多様な優良品種の作出につながっている。2002年以降は80万t以上の水準で推移し、2008年の自給率は14％に上がり2)、北海道でのパン･麺用の入札倍率も1.5前後に落ち着いている56)（パン用需要への内麦供給率は0.6%だが2)）。そして現在、パン用春播小麦の産地化が進み、新たなパン用秋播小麦の産地化を目指す地域もある。そして、ASWに匹敵する麺用秋播小麦の栽培も始まろうとしている。
ただ、そうした状況が突然に出現したわけではないことを理解していただきたい思いがある。余談にはなるが、およそ20年前にいただいた道産パン用小麦へのＫさんからのラヴコール26)をご紹介したい。
［“北海道にはパン用の良い小麦「ハルヒカリ」があり、九州には昔からそのファンが多い(ポストハーベストと子供のアトピーからの母親達の思いからと、記憶している)。また、多くの消費者は道産小麦のパンを望んでいるのに、何故、北海道はパン用の小麦を生産しないのか！”とのラヴコールをいただいた。冷や汗をかきながら、パン用小麦が春播小麦で、麺用の秋播小麦より収量が低いこと、倒伏し易いこと、穂発芽し易いこと等の難関の存在をご説明した。その際、農家が、「国民への良質農産物を供給する使命感」からリスクを負ってパン用小麦を生産する場合、消費者はどの程度の価格で購入してくれるのか、といった論議もした。「普通の道産品愛好消費者なら5%高、かなり熱心な消費者なら10%高、強いこだわりの消費者で15%高」といった夢半分のレベルではあった！］
このⅢ期プロジェクトで「ミスマッチ解消」が求められたことは、Ｋさんに説明した問題が20年間も続いてきたことを意味している。ホクレンがパン用の春播小麦「春よ恋」を開発し、北農研がパン適性と収量が高い秋播小麦「キタノカオリ」12,23,28)の開発に取り組んだ所以である。ねらいは、消費要望への対応と農家の生産意欲を両立させるためである。
2)ホクレン(2006)：小麦を取り巻く情勢と今後の展望，あぐりぽーと，63，1-2

http://www.hokuren.or.jp/agriport/backnumber/63.pdf
12)北海道立中央農業試験場作物研究部畑作科(2003)：小麦図鑑，キタノカオリ，成績概要書・200年，秋まき小麦新品種候補系統「北海257号」の概要，http://www.agri.pref.hokkaido.jp/center/kenkyuseika/gaiyosho/h15gaiyo/2003003.htm，（北農研センター畑作研究部・麦育種研究室）
24)西宗　昭(2001)：プロジェクトＷ／JACryS・農業低温科学情報，8（3），7-10

26)西宗　昭(2002)：道産小麦へのラヴコール，農機新聞，20020115(5)

56)全国米麦改良協会(2008)：平成20年産民間流通麦の入札に置ける落札決定状況

http://www.zenkokubeibaku.or.jp/nyuusatsu/20kouhyou.pdf









































































